


ごあいさつ

株主の皆さまへ
トップインタビュー

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　このたび、平成27年6月26日付けで代表
取締役社長に就任いたしました菱山 保で
ございます。同日開催の株主総会でご承認
いただいた社外取締役１名を含む取締役４
名とともに新たな経営体制を構築し、弊社
グループの一層の発展を目指してまいりま
す。株主の皆さまのご期待に添えるよう全
力を尽くす所存でございますので、株主の
皆さまにおかれましては、ますますのご支
援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

　当期の建設市場は、震災復興工事や防災・減
災関連工事などの官公庁工事が数多く発注と
なりました。一方、住宅投資は消費増税後の反
動から前年と比較して減少しました。
　このような状況において、弊社グループは多
くの大型工事を受注し、「安全と品質」を心掛け
た施工を行ってまいりました。
　この結果、当期の売上高は224億27百万円
（前期比3.8％増）、経常利益は16億10百万円
（同15.5％増）、当期純利益は8億61百万円（同
65.1％増）となり増収増益を確保しました。ま
た、受注残高は94億60百万円（同48.4％増）と
前年度を大きく上回る結果となりました。

　当期におきましては、大型プロジェクトの
「豊洲新市場」が平成26年12月に無事完工し業
績に大きく寄与しました。また、震災復興、高速
道路関連、沿線の物流・商業施設等、大型工事
を数多く受注しました。これは弊社工法のもつ
「環境に優しい」「品質が良い」という独自性が
評価されたことによるものであります。これら
の工事は今後も発注が見込まれており、弊社グ
ループをとりまく事業環境は中期的に追い風
となることが予想されます。
　一方、住宅関連需要は消費増税の反動で新設
住宅着工戸数が前期と比較して減少しました
が、戸建住宅向け地盤補強の「ピュアパイル工
法」は、品質管理とコストパフォーマンスに優
れていることが評価され、実績を大きく伸ばす

ことができました。

　このように弊社グループの当期業績は順調に
推移しました。今後は次の3点について重点的に
取り組んでまいります。
　1つ目は、安全と品質に加え、採算性の向上を
目指してまいります。安全・品質にこだわる中で、
徹底した原価管理によってコストパフォーマンス
を高め、競争力と顧客満足度の向上に努めてま
いります。
　２つ目は、震災復興支援の強化です。今後、復
興需要の増加が見込まれる福島県において、弊
社は平成２７年４月１日に郡山出張所を開設しまし
た。これにより、域内サービスの充実を図り復興
支援を進めてまいります。
　3つ目は、新たな市場への取り組みです。国内
では、2020年の東京オリンピックを契機に、これ
までに構築した社会インフラが耐用年数を迎え、
維持・補修・更新が急激に増加することが想定
されています。このことを視野に入れ、新たな事
業開拓に取り組んでまいります。また、海外事業
としてベトナムを足がかりにASEAN諸国のイン
フラ整備等を視野に入れた新たな開拓に取り組
んでまいります。

　弊社グループとしましては、これら3つの取り
組みを実現させるため、あくなきチャレンジ精神
と技術力をもった人材の育成を継続的に行い、
企業価値の向上を図ってまいります。
　株主の皆さまには、より一層のご支援・ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長 菱 山　保

増収増益、高水準の受注残

大型工事が業績に寄与

今後の3つの取り組み

平成26年3月期 平成27年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期

当期純利益

1株当たり当期純利益　右軸

売上高

経常利益

当期純利益・1株当たり当期純利益

連結貸借対照表 連結損益計算書

自己資本比率（連結）

前期末 当期末
平成27年3月31日現在平成26年3月31日現在

前期末 当期末
平成27年3月31日現在平成26年3月31日現在

前期末 当期末
平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで

平成25年4月1日から
平成26年3月31日まで

● 資産の部

流動資産

△△

△

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計
● 負債の部

流動負債

固定負債

負債合計
● 純資産の部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等

少数株主損益調整前当期純利益

少数株主利益

当期純利益

（単位 : 千円） （単位 : 千円）

自己資本比率（連結） ％％

平成27年3月期  連結決算概況平成27年3月期  連結業績ハイライト

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（百万円）

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750
（百万円）

0

200

400

600

800

1,000
（百万円） （円）

0

30

60

90

120

150



ごあいさつ

株主の皆さまへ
トップインタビュー

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　このたび、平成27年6月26日付けで代表
取締役社長に就任いたしました菱山 保で
ございます。同日開催の株主総会でご承認
いただいた社外取締役１名を含む取締役４
名とともに新たな経営体制を構築し、弊社
グループの一層の発展を目指してまいりま
す。株主の皆さまのご期待に添えるよう全
力を尽くす所存でございますので、株主の
皆さまにおかれましては、ますますのご支
援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い
申し上げます。

　当期の建設市場は、震災復興工事や防災・減
災関連工事などの官公庁工事が数多く発注と
なりました。一方、住宅投資は消費増税後の反
動から前年と比較して減少しました。
　このような状況において、弊社グループは多
くの大型工事を受注し、「安全と品質」を心掛け
た施工を行ってまいりました。
　この結果、当期の売上高は224億27百万円
（前期比3.8％増）、経常利益は16億10百万円
（同15.5％増）、当期純利益は8億61百万円（同
65.1％増）となり増収増益を確保しました。ま
た、受注残高は94億60百万円（同48.4％増）と
前年度を大きく上回る結果となりました。

　当期におきましては、大型プロジェクトの
「豊洲新市場」が平成26年12月に無事完工し業
績に大きく寄与しました。また、震災復興、高速
道路関連、沿線の物流・商業施設等、大型工事
を数多く受注しました。これは弊社工法のもつ
「環境に優しい」「品質が良い」という独自性が
評価されたことによるものであります。これら
の工事は今後も発注が見込まれており、弊社グ
ループをとりまく事業環境は中期的に追い風
となることが予想されます。
　一方、住宅関連需要は消費増税の反動で新設
住宅着工戸数が前期と比較して減少しました
が、戸建住宅向け地盤補強の「ピュアパイル工
法」は、品質管理とコストパフォーマンスに優
れていることが評価され、実績を大きく伸ばす

ことができました。

　このように弊社グループの当期業績は順調に
推移しました。今後は次の3点について重点的に
取り組んでまいります。
　1つ目は、安全と品質に加え、採算性の向上を
目指してまいります。安全・品質にこだわる中で、
徹底した原価管理によってコストパフォーマンス
を高め、競争力と顧客満足度の向上に努めてま
いります。
　２つ目は、震災復興支援の強化です。今後、復
興需要の増加が見込まれる福島県において、弊
社は平成２７年４月１日に郡山出張所を開設しまし
た。これにより、域内サービスの充実を図り復興
支援を進めてまいります。
　3つ目は、新たな市場への取り組みです。国内
では、2020年の東京オリンピックを契機に、これ
までに構築した社会インフラが耐用年数を迎え、
維持・補修・更新が急激に増加することが想定
されています。このことを視野に入れ、新たな事
業開拓に取り組んでまいります。また、海外事業
としてベトナムを足がかりにASEAN諸国のイン
フラ整備等を視野に入れた新たな開拓に取り組
んでまいります。

　弊社グループとしましては、これら3つの取り
組みを実現させるため、あくなきチャレンジ精神
と技術力をもった人材の育成を継続的に行い、
企業価値の向上を図ってまいります。
　株主の皆さまには、より一層のご支援・ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

代表取締役社長 菱 山　保

増収増益、高水準の受注残

大型工事が業績に寄与

今後の3つの取り組み

平成26年3月期 平成27年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期

当期純利益

1株当たり当期純利益　右軸

売上高

経常利益

当期純利益・1株当たり当期純利益

連結貸借対照表 連結損益計算書

自己資本比率（連結）

前期末 当期末
平成27年3月31日現在平成26年3月31日現在

前期末 当期末
平成27年3月31日現在平成26年3月31日現在

前期末 当期末
平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで

平成25年4月1日から
平成26年3月31日まで

● 資産の部

流動資産 13,751,033

3,159,193

2,673,094

104,811

381,287

16,910,227

8,940,270

1,710,900

2,346,319

5,163,024

△ 279,972

35,969

30,368

5,600

35,983

802,553

9,814,776

16,910,227

5,804,838

1,290,611

7,095,450

13,623,999

2,812,543

2,201,238

114,812

496,492

16,436,543

8,189,133

1,710,900

2,346,319

4,411,515

△ 279,600

47,123

49,060

△ 1,936

16,058

569,921

8,822,236

16,436,543

6,277,902

1,336,404

7,614,306

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計
● 負債の部

流動負債

固定負債

負債合計
● 純資産の部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等

少数株主損益調整前当期純利益

少数株主利益

当期純利益

（単位 : 千円） （単位 : 千円）

自己資本比率（連結） 53.1％50.1％

平成27年3月期  連結決算概況平成27年3月期  連結業績ハイライト

22,427,809

18,834,417

3,593,392

2,051,785

1,541,606

80,321

11,277

1,610,650

32,987

10,213

1,633,424

545,896

1,087,528

225,678

861,849

21,601,584

18,305,814

3,295,770

1,981,044

1,314,726

130,754

51,366

1,394,113

51,413

24,757

1,420,769

500,357

920,412

398,545

521,867

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（百万円）

21,601
22,427

0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750
（百万円）

1,610

0

200

400

600

800

1,000
（百万円） （円）

521

861

124.97

77.24

0

30

60

90

120

150

1,394




